















































































































































を含む記事を抽出し、1996 年度 1 月〜2016 年度 12
月に掲載された、沖縄タイムス 1873 件、琉球新報
1427 件、合計 3300 件を調査対象とした注3)。記事の
分析に当たり、組踊に関連する出来事を踏まえ、対































（i）第 I期(1997 年 1月〜2004 年 3月)	
	 古典組踊と復活組踊公演の質に関する批判的な記




（ii）第 II期(2004 年 4月〜2010 年 3月)	
	 第 II 期においては組踊公演を評価する記事が増
加する 6)。復活組踊は第 I 期より継続して復活組踊
公演に関する記事が掲載されていた他、復曲された
演目を含む 29題が台本として刊行された 7)	 。新作
組踊の記事は 110 件掲載されており増加した。	
（iii）第 III 期(2010 年 4月〜2016 年 12 月)	
	 古典組踊の県外・海外公演に関する記事は第 I 期
では 41 件、第 II 期では 25 件であったのに対し第
III 期は 80件であり多く見られた注6)。女性立方によ
る組踊公演に関する記事が22件見られた。復活組踊







（i）第 I期(1997 年 1月〜2004 年 3月)	





（ii）第 II期(2004 年 4月〜2010 年 3月)	




（iii）第 III 期(2010 年 4月〜2016 年 12 月)	




















内芸能団体により上演された 1998 年度〜2015 年度















（２）組踊 901 公演の概要 






























































































































































































注 5)	両紙の記事内容に大きな差が見られないため本論文では 2 紙
合計し分析を行った。	




































7)	沖縄タイムス2008 年 6月 27日付『訳入り29番集成	組踊台本
資料集/伝統組踊保存会が発刊』	
8)	琉球新報2010年 11月 17日付『<芸能インサイド>新作組踊・上






10)	沖縄タイムス 2009 年 6 月 30 日付『開場 6 年	 集客に課題/国
立劇場おきなわ/「伝統に甘え」「芸能で生活できる環境/公演の質
的向上も/実演家ら意見交換」』	
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